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金属製液体にハライドイオンが入 った時,電気的性質がどのように変化する

かを実験ならびに理論的を軌 か ら定量的に検討 してきた (1)O この報告はこ

れ らの仕事に引き続き,水銀と水銀ハライド(Hg+HgX2:Ⅹ=C1･I-;r･=)
系の均一を溶液の比抵抗 と熱電能の実験及びその解析に関して述べた ものであ

る｡

水銀の栢製法,fiFx2の純度は前車 (1)通 りであるo 汲魔 用セ′レは蒸発に

よる壁-の凝固防止を考慮して作製 した ものである. 電転はタングステンO 溶

融 軸 +HgX2 系の比抵抗 ･熱電能の温度依存性を FlgS･1･2に示す.

Fig.1か ら明 らか貴様に,ハ ライドイオンの添加に伴い比艶抗は増加してい

香.ある濃度に対 し,C1･鋸 .=の櫨に比抵抗の増加分 △p〔- p(Hg+

1･5atoma/ux)- Po(pure

Hg)〕が塙しているO また,絶

対熱電能 Sは負の値を持ち,蘇

加元素に対する序列は比抵抗の

場合 と同様の侮｣句を示 している.

さらに興味あることに,Bi+

BiX5系に対する比抵抗 ･熱電

能の 実験結果は前系と同じ傾向

を示している (1,2)0

液体水銀及びその合金の異常

な電気的性質は所謂 Zimanの

理論では説明することはできを

いo Lかしそが ら以下で は水銀

の純粋状捗の議論はさておき,

ハライドイオンに伴 う増加分に

Ej0
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Fig.2 Absolut,e thermoelectric powerどLLV deg

offjl'g-1･5atoTC･%Ⅹ Solutions.

のみ注 目して Feber-Zlman啓論 (5)を適用してみるC そこでp及び S,は

それぞれ

p-ff 2 志 {(1-x)<soOVo2'+ :`sllV.2>

+2lx(1-I)]'<So.VIV,>)

7r2kB2T

〕 ~ 5iel ･k pin-p)E=EF,<A,- 率 (義)瑞 )

こ こで添字 o及び 1は陽イオン ･陰 イオンを表わしているO 注目してい る系の

2体相関熊敏 Sijの実敬鮭巣が夜いので 2板類の剛体球液体に対する Percus

-yebickの式の解 (4)によって Sijは与え られたO 尚 イオン電荷の差異

に もとず くイオ･ン配列の'#智は希薄済度であることと遮蔽効果より見て辱めて少

いと考えられ る. 陰 イオンの pseudo-po七entialとして Animal-Heine

potential (5)による値に組成 ･･温度変化による効果を補正したのを使/FPし

たQ陰 イオンは負:に帯電 している為伝導電子は強,く反扱され,その挙動は イ'ォ

ン穀の内部の構造に敏感で夜く点電荷の仮定で充分と患われる 日)｡ 計算に

よる △pの値 と実験値との比較を蓑に示す｡Eg-Ⅹ系の場合,麻子容及び充

填率 符の違 いのみで陰イオンによる △pの差が求め られ夜か った (1)が,二_
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在類 の イオ ン種 の大 きさ の 違 いが二種類の捌 棒球 の直径 (-o口, Gl)の比

a･(- oo/0.< 1)な る パ ラ■メ-グーとして 入 ることにより,ハ ライドイオン

の相 互間 の相違 (薩めて僅 か であるが)も矛盾 のない対応を示 しているO点電

荷 としてみ なされ なしへ興趣 金 鹿を添加した場合 は今回の報告の鮭 巣 と異なり,

△p の値 に非常に差が認め られる (8)ことは 注 意しておく必要が ある.一方

Sのノ､ライ ドイオン添加に 伴 う変化は実験値で は増加してLJ,るに もかかわらず,

啓論値 は ほんの僅かだが減 少 したOこの点につ いては尚検討を夢 する段階にあ

る｡

Comparison between experimentaland theoretical

cha･nges 土n resistivlties o･fHg+1･5 atom% X

soluti｡ns,, △p 〔- p-Po(puremetal)〕p ohm cm･-

℃ Ⅹ ′tbeOry α 符 耳Ⅹptl.

5畠o C⊥ 17.8 0.895. C.45 19BI. 19.4 0.89 2P

40,0 C1 26.5 0.88 0..425 26Br_- -2.78 0.88 2_2
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